
鶏の安定生産を妨げる要因である疾病や近親交配が進むことによる種の能力の退化から、青森
シャモロックやあすなろ卵鶏といった本県の特産鶏を守るため、農研機構で開発された始原生殖
細胞（PGC）＊1を利用した原種鶏＊2の遺伝資源の保存及び再生方法の活用を検討しています。
＊1：始原生殖細胞（Primordial Germ Cells）→将来、精子や卵子になる細胞
＊2：原種鶏→青森シャモロック及びあすなろ卵鶏の親鶏の大本となる鶏

始原生殖細胞（PGC）保存から再生までの流れ
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上記のような技術により、貴重な遺伝資源の保存・再生や、近親交配で種の能力が退化した場
合の個体の再生及び近交係数の低い個体との交配といった活用が可能です。
畜産研では現在、農研機構との共同研究により、青森県の原種鶏からPGCを採取し凍結条件の

検討を行っており、数年後にはキメラニワトリを作成、原種鶏の復元を目指しています。
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